
令
和
２
年
度
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

（
敬
称
略
）

◎
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

○
県
歯
科
医
師
会
表
彰

【
小
学
校
の
部
】

・
林
颯さ

つ
き希（
寄
木
小
１
年
）

◆
歯
を
失
う
原
因
は

　
歯
を
失
う
2
大
原
因
は
虫
歯
と
歯
周
病

で
、
歯
を
失
う
原
因
の
約
4
分
の
3
を
占

め
て
い
ま
す
。
比
較
的
若
い
う
ち
は
虫
歯

で
失
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
年
齢
を
重
ね

る
に
つ
れ
て
歯
周
病
が
原
因
で
失
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
中
で
も
喪
失
原
因
第
1
位
で
成
人
の
約

８
割
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る

の
が
歯
周
病
で
す
。
歯
周
病
は
正
し
い
処

置
を
取
る
こ
と
で
、
予
防
は
も
ち
ろ
ん
、

症
状
も
大
き
く
改
善
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
次
は
、
岩
手
八
幡
平
歯
科
医
師

会
八
幡
平
市
地
区
理
事
を
務
め
る
一
戸
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
一
戸
晃
院
長
に
歯
周
病

か
ら
歯
を
守
る
た
め
、
❶
歯
周
病
の
原
因

❷
全
身
と
の
関
係
❸
予
防
法
の
３
点
に
つ

い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

◆
歯
周
病
か
ら
歯
を
守
る
た
め
に

教
え
て
ド
ク
タ
ー

❶
歯
周
病
の
原
因
は
？

　
歯
周
病
の
原
因
は
、
口
腔
内
に
い
る
歯

周
病
菌（
以
下
、細
菌
と
い
う
）で
す
。
細
菌

が
歯
と
歯
肉
の
境
目
に
付
着
す
る
こ
と
で

歯
肉
が
炎
症
を
起
こ
し
て
発
症
し
ま
す
。

　
口
腔
内
に
は
３
０
０
～
５
０
０
種
類
の

体の健康はお口の中から

一戸歯科クリニック
一戸 晃　院長

　
例
年
１
月
に
、
８
０
２
０
運
動
達
成
者
、
３
歳
児

む
し
歯
の
な
い
親
と
子
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
を

表
彰
し
て
い
た
市
歯
科
保
健
表
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
し
ま

し
た
。

　
３
歳
児
む
し
歯
の
な
い
親
と
子
は
、
来
年
度
に
２

年
分
候
補
者
を
選
出
し
、
併
せ
て
表
彰
し
ま
す
。

寿命の長期化によって先進国の₂₀₀₇年生まれの２人に１人が₁₀₃歳まで生きる「人生₁₀₀
年時代」が到来するといわれています。₁₀₀年の人生を充実したものとするには、健康で
あることが必要不可欠。自立して元気に過ごせる期間「健康寿命」を延ばすため、食事や
運動などの生活習慣病予防とともに重要となるのが、お口の健康です。生涯にわたり元
気で豊かな人生を送るため、改めて歯の大切さについて考えましょう。

【問い合わせ先】健康福祉課健康推進係（☎・内線₁₁₉₀）

細
菌
が
何
億
と
存
在
し
、そ
の
数
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。し
か
し
細

菌
の
数
を
減
ら
す
こ
と
で
歯
周
病
の
リ
ス

ク
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❷
全
身
と
の
関
係
は
あ
る
の
？

　
歯
周
病
が
進
行
し
歯
を
支
え
る
骨
が
溶

け
て
歯
が
グ
ラ
つ
い
て
く
る
と
、
し
っ
か

り
噛
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
食
事
の

内
容
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
偏
り
体
力
・
免

疫
力
の
低
下
を
招
き
ま
す
。
口
臭
の
原
因

に
も
な
り
、
人
と
の
対
面
に
不
安
を
感
じ

る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
細
菌
は
歯
肉
の

血
管
に
入
り
込
み
糖
尿
病
・
動
脈
硬
化
・

心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ
し

た
り
、
誤ご
え
ん嚥
性
肺
炎
・
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

❸
予
防
法
は
？

　

予
防
は
何
と
言
っ
て
も
日
頃
の
歯
磨

き
で
す
。
毎
食
後
の
歯
磨
き
と
、
寝
る
前

○
岩
手
八
幡
平
歯
科
医
師
会
表
彰

【
小
学
校
の
部
】

・
勝
又
璃り

お音（
平
舘
小
２
年
）・
岩
渕
六り

っ
か花

（
柏
台
小
１
年
）・
伊
藤
ひ
な
た（
田
頭
小

１
年
）・
佐
藤
彩あ

や
ね音（
松
野
小
１
年
）

【
中
学
校
の
部
】

・
小
武
方
幸さ

ら來（
西
根
中
２
年
）

◎
標
語

○
県
歯
科
医
師
会
表
彰

【
小
学
校
の
部
】

・
高
橋
叶か

な
み望（
寄
木
小
２
年
）

○
岩
手
八
幡
平
歯
科
医
師
会
表
彰

【
小
学
校
の
部
】

・田
村
典て

ん
じ慈（
平
舘
小
３
年
）・本
宮
志し

の乃（
安

代
小
６
年
）・
佐
々
木
春さ

く
ら鈴（
寄
木
小
６
年
）

【
中
学
生
の
部
】

・
中
塚
紗さ

え江（
西
根
中
１
年
）

は
み
が
き
は

み
ら
い
の
け
ん
こ
う

ま
も
る
た
め

定期健診を受けて

市は毎年、80歳の人を対象に歯のアン
ケート調査を行い、20本以上自分の歯
を保っている人を表彰しています。

＝令和２年度8020運動達成者＝

（敬称略）
◎西根地区
伊藤猛（駅前二区）、澤信夫（駅前二
区）、山本淑

と し こ

子（仲町）、澤口ハルエ（下
町二区）、阿部和雄（下町三区）、日戸
ヨスミ（渋川）、平野武志（間羽松）、伊
藤和子（薬師）、吉田キヨ（下平笠）、髙
橋ミドリ（南平笠）、遠藤一夫（共新）、
鈴木キヌ（共新）、三浦八重子（小福
田）、澤口四郎（わし森）、遠藤ハル（松
久保）

◎松尾地区
長坂祐一（中松尾）、古川忠廣（中松
尾）、松尾正

しょういち

一（松尾）、吉田キヌ子（小
屋の沢）、川村和弘（野駄）、髙橋トシ
エ（南寄木）、花井保子（温泉郷）、及川
和雄（温泉郷）

◎安代地区
阿部正（新町中央）、佐藤モト（秋葉）、
畠山ミヤ（曲田横間）、齋藤静江（浅沢
第１）、工藤明弘（新興矢神）、泉山博
昭（平長）、高村正太郎（田山下）

・
吉
田
礼れ

む夢（
平
笠
小
１
年
）

【
中
学
校
の
部
】

・
日
戸
楓か

の乃（
西
根
中
１
年
）

・
工
藤
な
つ
み（
西
根
中
１
年
）

の
歯
磨
き
、
計
４
回
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
寝
る
前
の
歯
磨
き
は
重
要

で
す
。
寝
て
い
る
間
は
唾
液
量
が
減
少

し
、
細
菌
が
増
殖
し
歯
周
病
の
進
行
に
つ

な
が
る
の
で
、
寝
る
前
は
丁
寧
に
歯
磨
き

を
し
、
細
菌
の
数
を
減
ら
し
て
か
ら
就
寝

し
ま
し
ょ
う
。

　

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を

併
用
す
る
と
な
お
良
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ

で
も
歯し
こ
う垢（
歯
に
付
着
し
た
細
菌
）・
歯
石

（
歯
垢
が
石
灰
化
し
た
も
の
）が
付
着
す

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
半
年
に
１
回
は
歯

科
医
院
で
の
定
期
健
診
を
習
慣
付
け
ま

し
ょ
う
。

　
健
康
な
人
生
を
送
る
た
め
に
は
口
腔
ケ

ア
が
大
切
と
い
え
ま
す
。

◆
予
防
歯
科
で「
８
０
２
０
」

　
「
８
０
２
０
運
動
」は
、
日
本
歯
科
医
師

会
が
推
進
し
て
い
る「
80
歳
に
な
っ
て
も

20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と
う
」と
い
う

運
動
で
す
。

　
市
は「
８
０
２
０
」達
成
の
た
め
、
①
妊

婦
歯
科
健
診
②
幼
児
歯
科
健
診
と
乳
幼
児

歯
科
相
談（
１
歳
６
か
月
児
健
診
や
２
歳

６
か
月
児
歯
科
健
診
な
ど
）③
成
人
歯
科

健
診（
20
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
１0
年
ご
と
）

な
ど
、
各
年
代
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応

じ
た
歯
科
保
健
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
予
防
に
勝
る
治
療
な
し
」。
重
大
な
事

態
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
予
防
歯
科
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

「８０２０」を
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